
２００５．　．　（　） ６ １４

市
税
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く

納

税

課
11
７
２
４
・
２
１
２
０

□問

　

職
員
が
病
気
等
で
休
ん
だ
時
や
繁
忙

期
（
年
末
年
始
・
年
度
末
な
ど
）
に
勤

務
を
お
願
い
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

登
録
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

○
勤
務
日　

月
〜
土
曜
日
の
指
定
す
る

日○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

１５

４
時　

分
（
勤
務
時
間
が
延
長
に
な
る

１５

場
合
が
あ
り
ま
す
）

○
勤
務
場
所　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
南
収
集
事
務
所

○
作
業
内
容　

一
般
ご
み
収
集

○
選
考　

面
接

○
申
し
込
み　

電
話
で
清
掃
事
務
所

（
11
７
９
７
・
７
１
１
１
）
へ
。

清
掃
事
業
部

臨

時

作

業

員

【
市
営
住
宅
】

　

あ
き
家
市
営
住
宅
（
一
般
世
帯
向
）

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
資
格　

①
町
田
市
内
に
６
か
月
以
上

居
住
し
て
い
る
成
年
者
（　

歳
未
満
の

２０

既
婚
者
を
含
む
）
で
②
同
居
親
族
（
内

縁
及
び
婚
約
者
を
含
む
）
を
含
め
３
人

市
営
住
宅
・
都
営
住
宅

入

居

者

以
上
の
世
帯
と
な
る
③
所
得
が
定
め
ら

れ
た
基
準
以
内
の
④
住
宅
に
困
っ
て
い

る
方

○
募
集
戸
数　

森
野
５－

　

＝
１
戸

２３

（
３
Ｄ
Ｋ
）
、
忠
生
１－

　

－

３
ほ
か

２６

＝
２
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

【
都
営
住
宅
】

　

地
元
割
当
分
の
都
営
住
宅
家
族
向
・

単
身
者
向
（
あ
き
家
）
、
一
般
募
集
住

宅
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

○
資
格　

①
町
田
市
内
に
居
住
し
て
い

る
成
年
者
（　

歳
未
満
の
既
婚
者
を
含

２０

む
）
で
②
同
居
親
族
（
内
縁
及
び
婚
約

者
を
含
む
）
が
あ
り
③
所
得
が
定
め
ら

れ
た
基
準
以
内
の
④
住
宅
に
困
っ
て
い

る
方

※
単
身
者
向
は
①
③
④
の
資
格
要
件
の

ほ
か
に
次
の
要
件
が
必
要
で
す
。
⑤
申

し
込
み
時
、
３
年
以
上
市
内
に
居
住
し

て
い
る
⑥　

歳
以
上
、
あ
る
い
は
身
体

５０

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
１

〜
４
級
の
方
及
び
生
活
保
護
受
給
者
等

で
⑦
原
則
と
し
て
現
在
同
居
し
て
い
る

親
族
が
い
な
い
単
身
者
の
方

○
募
集
戸
数　

一
般
募
集
住
宅
（
３
地

区
）
＝
３
戸
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
住

宅
（
２
地
区
）
＝
３
戸

◇

○
申
込
用
紙
配
布
期
間　

６
月
１
日

（
水
）
〜　

日
（
金
）

１０

※
４
日
・
５
日
は
市
民
課
駅
前
連
絡
所

の
み
配
布
。

○
配
布
場
所　

住
宅
課
（
中
町
第
二
庁

舎
１
階
）
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ
（
中

町
分
庁
舎
１
階
）
、
南
・
な
る
せ
駅
前

・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
・
小
山
の
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
駅
前
連
絡
所
・
木

曽
山
崎
・
玉
川
学
園
文
化
の
各
セ
ン
タ

ー※
セ
ン
タ
ー
等
は
部
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

○
応
募　

郵
送
で
、
６
月　

日
（
火
）

１４

ま
で
に
住
宅
課
に
届
い
た
も
の
に
限
り

受
け
付
け
ま
す
。

□問
 

住
宅
課
11
７
２
４
・
１
１
３
０

○
対
象　

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資

格
を
お
持
ち
の
方

○
勤
務
日　

①
６
月　

日
〜
２
０
０
６

２０

年
３
月　

日
②
７
月　

日
〜
２
０
０
６

３１

２５

年
３
月　

日
（
①
②
と
も
に
祝
・
休
日

３１

を
除
く
月
〜
金
曜
日
）

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

○
募
集
人
員　

①
②
と
も
に
１
人

○
選
考
方
法　

面
接

○
申
し
込
み　

６
月　

日
ま
で
に
、
電

１０

話
で
高
齢
者
福
祉
課
（
11
７
２
４
・
２

１
４
０
）
へ
。

高
齢
者
福
祉
課

臨

時

職

員

○
対
象　
　

〜　

歳
（
高
校
生
を
除

１８

２９

く
）
の
方
で
キ
ャ
ン
プ
等
に
興
味
の
あ

る
方

○
期
間　

７
月
９
日
〜
８
月　

日
３１

○
勤
務
日　

週
３
日
程
度
（
相
談
に
よ

る
。
な
お
、
７
月
９
日
〜　

日
に
研
修

１０

を
行
い
、
８
月　

日
〜　

日
は
勤
務
日

１９

２０

と
な
り
ま
す
）

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
（
実
働
７
時
間　

分
）

３０

○
勤
務
場
所　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ

ー
（
相
原
町
）

○
内
容　

キ
ャ
ン
プ
指
導
、
施
設
利
用

者
指
導
、
主
催
事
業
補
助
、
事
務
補

助
、
施
設
管
理
補
助
な
ど

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
し
込
み　

電
話
連
絡
の
う
え
、
写

真
を
張
っ
た
履
歴
書
を
郵
送
で
大
地
沢

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
２
１

１９４

１
、
相
原
町
５
３
０
７－

２
、
11
７
８

２
・
３
８
０
０
）
へ
。

※
６
月　

日
、　

日
に
大
地
沢
青
少
年

１８

１９

セ
ン
タ
ー
で
面
接
を
行
い
ま
す
。
面
接

日
及
び
時
間
は
電
話
応
募
時
に
決
定
し

ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
働
い
て
い
る
大

賀
藕
絲
館
で
、
紅
花
の
染
料
づ
く
り
を

一
緒
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
勤
務
期
間　

６
月　

日
（
火
）
〜
７

２１

月
８
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

○
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

○
勤
務
場
所　

大
賀
藕
絲
館
（
下
小
山

田
町
）

○
申
し
込
み　

６
月　

日
ま
で
に
電
話

１４

で
大
賀
藕
絲
館
（
11
７
９
７
・
１
６
１

６
）
へ
。

紅
花
作
業
協
力
者

大
賀
藕
絲
館

公

募

し

ま

す

　

平
成　

年
度
中
に
東
京
都
認
証
保
育

１７

所
事
業
実
施
要
項
に
基
づ
く
Ａ
型
認
証

保
育
所
を
、
市
内
の
駅
前
に
開
設
す
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
説
明
会
日
時　

６
月　

日
（
月
）
午

２０

前　

時
か
ら

１０
○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
大
）

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
施
設
数　

２
施
設
（
予
定
）

○
開
設
地
域　

市
内
駅
前
（
徒
歩
５
分

以
内
）
で
町
田
駅
（
Ｊ
Ｒ
・
小
田
急
）

及
び
成
瀬
駅
を
除
く

○
選
考
方
法　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
提
案
型
）

○
提
出
書
類
配
布　

６
月
６
日
（
月
）

○
提
案
書
提
出
期
限　

７
月
７
日

（
木
）

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３

８ 町
田
市
認
証
保
育
所
（
Ａ
型
）

　

山
形
県
川
西
町
の 
東
沢 
で
夏
休
み
を

ひ
が
し
ざ
わ

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

農
家
に
宿
泊
し
、
地
元
の
小
学
校
へ

の
一
日
体
験
入
学
、
魚
釣
り
、
村
祭
り

な
ど
に
参
加
し
、
自
然
と
触
れ
合
い
、

命
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
、
人
を
思

い
や
る
心
を
育
み
ま
す
。

○
対
象　

小
学
３
〜
５
年
生

○
期
間　

８
月
３
日
（
水
）
〜
７
日

（
日
）
（
４
泊
５
日
）

○
定
員　
　

人
程
度
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

３
万
８
０
０
０
円
（
東
京
駅

か
ら
の
往
復
旅
費
、
滞
在
費
を
含
む
全

経
費
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
性
別
・
学
校
名
・
学
年
・
保
護
者
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
６
月　

日
３０

ま
で
（
必
着
）
に
東
沢
山
村
留
学
協
力

会
事
務
局
（
〒　

－

０
１
５
１
、
山
形

９９９

県
東
置
賜
郡
川
西
町
大
字
大
舟
９
８
８

－

４
、
川
西
町
立
東
沢
小
学
校
内
、
11

０
２
３
８
・　

・
２
０
１
２
）
へ
。

４８

※
実
施
主
体
は
東
沢
山
村
留
学
協
力
会

で
す
。

□問
 

社
会
教
育
課
11
７
２
４
・
２
７
５
６

　

２
０
０
０
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
地

方
分
権
一
括
法
に
よ
り
地
方
自
治
法
が

改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
自
治
体
の
事
務

の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
機

関
委
任
事
務
が
廃
止
と
な
り
、
自
治
体

の
事
務
に
お
け
る
自
主
裁
量
の
領
域
が

拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ら
の
事

務
を
実
施
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
、
基
準

を
適
正
な
手
続
き
を
経
て
、
明
確
化
し

責
任
あ
る
自
立
的
な
自
治
運
営
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
田
市
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治

基
本
条
例
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
、
第

１
回
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

企
画
調
整
課
（
11
７
２
４
・
２
１
０

３
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

６
月
５
日
（
日
）
午
前　

時
１０

　

分
か
ら

３０○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
大
）

○
議
題　

①
町
田
市
自
治
基
本
条
例
の

あ
り
方
に
つ
い
て
（
諮
問
）
②
町
田
市

自
治
基
本
条
例
の
あ
り
方
の
検
討
に
つ

い
て

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

検

討

委

員

会

町
田
市
自
治
基
本
条
例

　

新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

方
は
、
選
挙
人
名
簿
を
ご
覧
（
縦
覧
）

い
た
だ
け
ま
す
。

　

新
た
に
登
録
さ
れ
る
の
は
、
昭
和　
６０

年
６
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

平
成　

年
３
月
１
日
ま
で
に
転
入
届
を

１７

し
、
引
き
続
き
平
成　

年
６
月
１
日
ま

１７

で
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

○
縦
覧
期
間　

６
月
３
日
（
金
）
〜
７

日
（
火
）

○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

○
縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
森
野
分
庁
舎
２
階
）

□問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
11
７
２
４

・
２
１
６
８

選

挙

人

名

簿

ご

覧

下

さ

い

ひ
な
た
村

オ
リ
ジ
ナ
ル
創
作
童
話

募
集
し
て
い
ま
す

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中

学
生
、
高
校
生

○
作
品　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
８

枚
以
内
（
Ｂ
４
縦
書
き
、
表
紙
別
）

※
応
募
作
品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
と
し

ま
す
。

○
審
査
員　

映
画
監
督
・
大
林
宣
彦

氏
、
映
像
作
家
・
小
林
は
く
ど
う
氏

○
部
門　

小
学
校
低
学
年
の
部
、
小
学

校
高
学
年
の
部
、
中
学
校
・
高
等
学
校

の
部

○
応
募　

規
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
作
品
に
タ
イ
ト
ル
・
ペ

ー
ジ
・
名
前
を
明
記
し
て
、
３
部
（
コ

ピ
ー
可
）
を
９
月　

日
ま
で
（
消
印
有

１６

効
）
に
ひ
な
た
村
（
〒　

－

０
０
３

１９４

２
、
本
町
田
２
８
６
３
、
11
７
２
２
・

５
７
３
６
）
へ
。

※
応
募
用
紙
は
、
ひ
な
た
村
、
児
童
青

少
年
課
に
あ
り
ま
す
。
市
内
小
・
中
学

校
、
高
等
学
校
に
は
配
布
し
ま
す
。

○
表
彰　

町
田
市
長
賞
１
編
、
教
育
長

賞
２
編
、
ひ
な
た
村
賞
５
編
（
部
門
別

に
そ
れ
ぞ
れ
賞
が
で
ま
す
）
、
努
力
賞

※
発
表
表
彰
式
は
２
０
０
６
年
２
月
５

日
に
行
う
予
定
で
す
。

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
作
品
の
著
作
権
は
町
田
市
教
育
委
員

会
に
帰
属
し
ま
す
。

平
成　

年
度
の
介
助
犬
・

１７

聴
導
犬
の
給
付
申
請

　
　

歳
以
上
で
肢
体
不
自
由
１
・
２

１８
級
、
ま
た
は　

歳
以
上
で
聴
覚
障
が
い

１８

２
級
の
方
で
、
介
助
犬
・
聴
導
犬
の
給

付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
６
月　

日
１６

ま
で
に
障
が
い
福
祉
課
（
11
７
２
４
・

２
１
４
８
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

生

産

緑

地

の

追
加
指
定
に
つ
い
て

　

生
産
緑
地
地
区
は
、
農
地
の
保
全
や

農
業
の
振
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
ほ
か
、
市
民
の
安
ら
ぎ
と
健
康

を
保
つ
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
面
で
は
火
災
延
焼
防
止

や
避
難
路
・
避
難
所
と
し
て
機
能
し
ま

す
。

　

農
業
振
興
課
で
は
今
年
度
も
、
良
好

に
肥
培
管
理
さ
れ
て
い
る
農
地
を
、
生

産
緑
地
地
区
に
指
定
す
る
手
続
き
を
行

い
ま
す
の
で
、
追
加
指
定
を
希
望
さ
れ

る
方
は
願
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

指
定
基
準
は
、
営
農
環
境
が
向
上

す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
一
団
で

１
０
０
０
㎡
以
上
が
形
成
さ
れ
る
も
の

等
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
区
画
整
理
事
業
中
の
区
域

内
農
地
は
指
定
の
対
象
と
は
し
ま
せ

ん
。

○
願
書
受
付　

６
月　

日
（
火
）
ま
で

１４

□問
 

農
業
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
６
９

　

市
が
施
行
し
て
い
る
忠
生
区
画
整
理

地
区
内
の
宅
地
（
保
留
地
）
を
販
売
し

ま
す
。

【
販
売
宅
地
（
保
留
地
）
の
概
要
】

○
所
在
地　

根
岸
町
及
び
木
曽
町
地
内

○
区
画
数　
　

区
画

１３

○
面
積　

約
１
５
０
㎡
か
ら

○
価
格　

１
９
６
７
万
円
か
ら

【
申
し
込
み
方
法
】

○
申
込
用
紙
配
布
期
日　

６
月
１
日

（
水
）
か
ら

○
申
込
用
紙
配
布
場
所　

市
役
所
・
各

市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
区
画
整
理
課

○
申
込
受
付
期
間　

６
月
８
日
（
水
）

〜　

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

１２

　

分
（
土
・
日
曜
日
も
受
付
）

３０○
申
込
受
付
場
所　

区
画
整
理
課
（
木

曽
庁
舎
２
階
）

※
郵
送
に
よ
る
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

□問
 

区
画
整
理
課
11
７
９
２
・
３
７
７
１

町
田
市
宅
地

市
宅
地
（
保
留
地

保
留
地
）
を
販
売
販
売
し
ま
す�

町
田
市
宅
地
（
保
留
地
）
を
販
売
し
ま
す�

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方
、
相
模
原
市
在
住
の
方

○
日
時　

７
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時

開
演
（
午
後
１
時　

分
開
場
）

３０

○
会
場　

市
立
中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー

ル○
講
師　

古
代
エ
ジ
プ
ト

研
究
家
・
松
本
弥
氏

○
定
員　

１
１
９
人
（
抽

選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ

キ
（
１
人
１
枚
）
に
、
講

演
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
６
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
中

１５

央
図
書
館
講
演
会
担
当
（
〒　

－

０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
３－

２－

９
、
11
７
２

８
・
８
２
２
０
）
へ
。

ネブアメンの供養碑

市
立
図
書
館
講
演
会�

「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
所
蔵
　

「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
所
蔵
　古
代
エ
ジ
プ
ト
展
」

古
代
エ
ジ
プ
ト
展
」�

　
関
連
文
化
講
演
会

　
関
連
文
化
講
演
会�

「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
所
蔵
　古
代
エ
ジ
プ
ト
展
」�

　
関
連
文
化
講
演
会�

当
講
演
会
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
共
催
事
業
で
す

み
ち
の
く
東
沢

や
ん
ち
ゃ
留
学


